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令和２年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等
1履行確認

2サービス水準の確認

3事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

4.今後の方向性

施設名（所在地） 岸和田だんじり会館（岸和田市本町11番23号）

指定管理者名 岸和田市観光振興協会

指定管理料 63,717,000円 指定管理期間 平成28年４月１日～令和3年3月31日

管理業務の実施状況
監視カメラを18台設置し、館内総合管理を実施。事故等トラブル発生を防止するための、監視体制を構築している。令和２年度は適切な館内
案内、誘導、監視の実施により昨年度に引き続き事故等は発生していない。その他新型コロナウイルス感染拡大防止のための検温と手指消毒が
できる設備の導入、適切な防犯、防災体制を整える等、利用者が安心して利用できる施設環境づくりを実施している。

運営業務の実施状況
基本的に、土日は岸和田ボランティアガイドを常駐させ、館内のみならず周辺施設も含めた観光の受入体制を整えている。また、令和２年度より
電子マネー（paypay）支払を導入し、利用者の利便性を向上させる等の対応を実施。事業としては、ＮＨＫ大河ドラマに合わせた、「明智光
秀だんじり彫物写真展」等、だんじり祭を広く周知するための事業を実施している。

施設の利用状況

H30:32,831人　R1:33,412人　R2:11,950人

H30:8,396,300円　R1:8,506,700円　R2:2,755,700円

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、４月前半から５月後半にかけて臨時休館したこともあり、入館者数は大幅に減少。例年9月10月に
実施しているだんじり祭が曳行自粛したこともあり、9月10月の入場者数も例年の半数以下にとどまった。また、新型コロナウイルスの感染拡大に合
わせて、政府や大阪府からの外出自粛の要請もあり、最終的には例年の３割から４割程度の入館者数にとどまった。

公募/非公募 公募 施設所管課名 魅力創造部観光課

施設運営の根拠となる計画等 岸和田だんじり会館条例、第2次岸和田市観光振興計画

総合評価

A1

A1指定管理業務については問題なく履行されている。

A2適切なサービス水準が保たれている。

A 予算執行は適切に行われている。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、臨時休館があったことや、岸和田だんじり祭の曳行が自粛されたことにより、利用者が大きく減少した1年であっ
た。業務の中でコロナ対策についても実施する等利用者へのサービス向上を意識した施設運営を実施されている。

業務実績を振り返
り、今年度どのよ
うな取組みを実施
する予定か（今年
度の事業計画書等
に反映された
点）。

共通入場券もある岸和田城とは引き続き連携したイベントを実施していく。その他城周辺施設とも連携し、新型コロナウイルス対策について検討しな
がら、可能な限りのだんじり祭の紹介につながる事業の実施により、PRを強化する。


